
御　　礼

エスアールジャパン株式会社　殿

平素は､農林水産行政に御理解と御協力を賜り厚く御礼を申し
上げます｡

さて､東日本大震叉は未曾有の大兄害であります｡被風地域で

は食料､飲料の確保に困難を極め､明日をも知れぬ状況の中､披

見者の困窮は最大限に逢しておりました｡さらに､その後斧生し

た福島原子力斧電所事故により､今なお多くの方々が避難生活を

余儀なくされております｡

このような中で､皆棟オからの首意による食料等の捜供は､被

災地の方々の命をつなぐ食料等の供給に大きく貢献すると同時に､

叉書や避難生活に打ちひしがれた披見者の方々に､明日への勇気

と希望を与えるものとなりました｡

被災地支線に向けた取組は､大震叉の蚤生から一月が過ぎた現

在もなお続いておりますが､これまでの間に皆枚方からいただい

たご支線に対しまして､ここにあらためて深く敬意と感謝の念を

表する次第であります｡

引き続き被見地に対する暖かいお心遣いをお願いするとともに､

原子力斧電所事故により､いわゆる風評被害を被っている生産者

に対しても､科学的根拠に基づく原料調達などのご支線をいただ

くことをお願いいたします｡
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